
 

函館市シェアサイクル実証実験に係る 

公募型プロポーザル 評価基準 

審査項目  配点 

運営能力・実績等に関する項目  

 
シェアサイクル事業に関する国内実績が１年以上あり，他の自治体と

シェアサイクルに関する社会実験（実証実験），本格実施又は連携協

定等の実績があるか 

① ２０ 

 本市を訪れる観光客の主な居住地である首都圏や関西圏などで，一定

の利用会員数等が確保されているか 
② １０ 

 財政状況が健全であり，シェアサイクル事業単独で一定の採算性が確

保される見込みがあるか 
③ ２０ 

運営設備に関する項目  

 
自転車のデザイン，操作性，安全性，耐久性は適切か ④ ２０ 

 
サイクルポートのデザイン，安全性，耐久性は適切か ⑤ ２０ 

 加入する保険の内容が適切であるとともに，自転車およびサイクルポ

ートについて，適切な点検やメンテナンスが実施可能か 
⑥ １０ 

利用方法・利用料金に関する項目  

 
誰もが利用可能で，利用しやすいシステムとなっているか ⑦ ２０ 

 利用者が利用しやすい料金設定で，多様な決済方法が用意されている

か 
⑧ １０ 

 
訪日外国人が利用しやすいように多言語対応となっているか ⑨ １０ 

 
利用者への広報や，交通ルール等の周知啓発を実施できるか ⑩ １０ 

運営体制に関する項目 

 
事故・トラブルなど緊急時の対応，問い合わせ，苦情等の対応体制が

確保されているか 
⑪ ２０ 

 
事業者は市内に本社在中もしくは事務所等を有しているか ⑫ ２０ 

 
個人情報の管理方法および管理体制は適切か ⑬ １０ 

別紙３ 



地域連携に関する項目 

 

実証実験の効果検証を行うためのデータ提供（利用状況，移動データ

等），および利用者へのアンケート調査結果の提供を行える計画とな

っているか 

⑭ ２０ 

 
サイクルポート設置候補地は，市内観光地の周遊を促す場所となって

いるか 
⑮ ２０ 

 上記の他、提案者のリソースを活用した地域連携や地域貢献など、独

自の優れた取組が認められるか 
⑯ １０ 

合 計  ２５０ 

備考１ 審査項目ごとに，各委員（３名）の評価点を加算した点数を，その審査項目の評

価点とする。評価点の合計が最も高く，５２５点以上の者１者を最適提案者として

選定する。この場合において，該当者が２者以上となったときは，各委員の合議に

より１者を選定するものとする。 

備考２ 各項目の配点に応じた評価の目安は次のとおりとする。 

 

・極めて良好  配点×1.0    

・良好     配点×0.8    

・普通     配点×0.6    

・やや不十分  配点×0.4 

・不十分    配点×0.2 

・提案無，評価不能 配点×0 


